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１．はじめに

諫早湾は、高潮や洪水及び常時排水不良などに対する防災機能の強化、大規模で生産性の高い優良農地の

造成を目的として平成 9 年 4 月に潮受堤防によって締め切られ現在に至っている。筆者らは、これまで、水

質モデルを用いた諫早湾干拓調整池（以下、調整池）の水質解析を行ってきたが、藻類濃度について、長期

的再現性の面で検討課題が残されていた１），２）。本研究は、平成 10 年以降の調整池の藻類種の変遷過程につ

いて、Chl-a 濃度の数値計算を行い、考察を加えたものである。

２．検討資料及び計算方法

本研究で用いた資料は、主として、諫早湾干拓調整池等水質委員会や関係機関等の実測データ及び、政府

答弁書である３），４）。計算方法は、紙面の都合があり割愛するが、調整池（調整池面積 26ｋ㎡、常時貯水量

2900 万㎥）を完全混合の一池モデルとし、日変化の水質計算を行った。Chl-a 濃度の数値計算に関しては流

出、沈降、増殖、死滅で与え、増殖項は

Monod 型とした５）。

３．計算結果及び考察

図－1 に珪藻の細胞数比の経年変化を

示す。この図に示されるように平成 15

年以降、秋期から冬期において珪藻を優

占種とする増殖パターンとなっているこ

とが分かる。この特徴をモデル化し、珪

藻を想定した低水温域で増殖する藻類、

それ以外の藻類種の 2 藻種で構成される

として Chl-a 濃度の計算を行った。計算

結果を図－2 に示す。この図において、

再現性の高い計算結果が得られたことか

ら、平成 15 年以降、珪藻が優占種となっ

ていることがわかる。同一のモデルとパ

ラメータ値を用いて平成 10 年から平成

13 年までの計算を行い、結果を図－3 に

示す。この期間における藻類の細胞数比

の経年変化を図－4 に示す。図－3 に示さ

れるように計算結果と実測値に乖離が認

められる。再現性が悪くなった原因とし

て図－4 に示されるように珪藻の存在量が少なかったことが考えられ、2 藻種モデルの適用限界が確認された。

これらの成果を踏まえ 6 藻種でモデルを構築し計算した結果を図－5 に示す。一部を除いて概ね良好な再現

結果が得られた。このことから、平成 10～13 年は、Chl-a 濃度の変化は数種の藻類によって構成されている
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図－2 Chl-a 濃度の計算値と実測値（2 藻種）

図－1 珪藻の細胞数比（平成 15 年～平成 17 年）
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ものと考えられる。図－6 に諫早湾干拓事業で使用された地盤改良材（生石灰を含む）の累積使用量の経年

変化を示す４）。平成 13 年度以降の地盤改良材の

年間使用量は平成 12 年度以前の年間使用量に

対して 3 割程度にまで減少している。地盤改良

材中に含まれる石灰が、地盤中のシリカ成分の

流出を抑制し６），７）、ひいては珪藻の増殖抑制の

一因となったものと考えられる８）。

４．まとめ

平成 10 年頃から平成 13 年頃までは、調整池

内の藻類挙動が複雑となっており、様々な種の

植物プランクトンが混在していたものと考えら

れる。また、藻種の変遷過程において、近年、

単純化している傾向が見られ、増殖パターンは、

低水温域で増殖する珪藻、藍藻等の高水温域で

増殖する藻類の 2 藻種で構成されているものと

考えられる。平成 10 年頃から平成 13 年頃にか

けては地盤改良材の珪藻増殖への影響を考慮し

たモデルを構築する必要がある。モデル構築に

関しては今後の課題としたい。
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図－6 地盤改良材の累積使用量
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図－4 珪藻の細胞数比（平成 10 年～平成 13 年）

図－5 Chl-a 濃度の計算値と実測値（6 藻種）
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図－3 Chl-a 濃度の計算値と実測値（2 藻種）
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